
－1－

　ここ数年、完全リタイアしますという知らせを記
した友人たちの年賀状や同窓会を開くという案内が
届くことが多くなりました。一方、90歳近くになっ
ても教会の友との交わりを喜び、特伝のお誘いを色
んな人に出している方の姿を見ていて、「教会の交
わりはいいよ。週に一回、1時間の礼拝の交わりだ
けど、積もれば一番長い、死ぬまで、否、死んだ先
まで続く交わりだからね」、と話すことが多くなり
ました。しかし、誰しも最後には教会に行けなくな
り、孤独の中で過ごす時が訪れます。その時をどの
様に過ごすことができるかで信仰が試されます。最
近、教会の読書会でボンヘッファーの『共に生きる
生活』を読み始めましたが、しばらくぶりに読んだ
その出だしの内容はこのことについて大変信仰的な
示
し さ
唆を与えてくれるものでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ヨハネの黙示録の著者である主の弟子ヨハネは、
迫害を受けてパトモス島に一人流され、共に礼拝し
共に語り合う友は一人もいません。しかし、冒頭に
掲
かか
げた箇所にあるように、彼は「ある主の日」「霊

に満たされ」天的な礼拝を行っています。「天的な
礼拝」とはボンヘッファーが使っている表現ですが、
ヨハネはその「ある主の日」に一人で行っている礼
拝で「霊に満たされ」、決して一人ではなく、多く
の教会、多くの人々と共に行っているのだという思
いに満たされるのです（1章20節）。ボンヘッファー
は、この本全体ではキリストを主と仰ぐ信仰者同士
で持てる交わりの恵みについて語って行くのです
が、その先頭でこのヨハネを挙げ、どんなに孤独な
中に置かれても持つことのできる「天的な礼拝」、

イエス・キリストとの交わり、そして多くの他の信
仰者との交わりが与えられていることを語るので
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　同じ週に、少し遠方にある老人施設に入られて数
年になる婦人を訪問しました。そこで、このボンヘッ
ファーが語っている内容と重なる次のような話を聞
きました。「周りの方は、一人でいることの多い私
を思って、寂しくないのと言って下さるのですが、
私はちっとも寂しくないのですよ。だって、教会で
過ごした時を思い出し、あんな嬉

うれ
しいことがあった、

その時あの人たちと喜び合った。そんな風にして思
い出して過ごしているので、とても忙しいのです」。
これを聞いて、今という時だけでなく、過去もこれ
からも主の御手の中にある全時間を覚えて過ごせる
信仰者の恵みを知らされました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ボンヘッファーは、「キリストが敵のただ中で生
きられ、弟子たちからも見捨てられ、十字架上であ
ざけられ、ただ一人であられたことを思うことから
信仰者は始めよ、そうすれば、他のキリスト者と目
に見える交わりの中に生かされていることは決して
当たり前のことではないことが分かるであろう」と
述べています。私たちは、なによりもまず、この主
イエス・キリストとの交わりが与えられていること
を覚える礼拝に与

あずか
れることを喜びたいと思います。

そしてその次に、私たちがこの主によって赦
ゆる
されて、

なお罪深い者であるにもかかわらず、互いに赦し合
い、一つになって礼拝を捧げられることに感謝した
いと思います。� （横浜海岸教会牧師）
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孤独の中でも天的な礼拝に与れる恵み
　「わたしは、神の言葉とイエスの証しのゆえに、パトモスと呼ばれる島にいた。 
ある主の日のこと、わたしは“霊”に満たされていたが、後ろの方でラッパのよう
に響く大声を聞いた。」（ヨハネの黙示録1章9～10節）
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